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古

訓

没

吾"'u火

が
完
結
し
な
か
っ
た
。
逸
陸
に
居
る
者
の、

咎
物
に
不
自
由
を
感

す
る
こ
一
こ
を
察
し
て
い
た
ゞ
ぎ
た
い
。
京
の
腔
疲
に
も
劣
る
ミ
談

ミ
に
か
く
そ
ん
な
次
第
で
取
急
い
だ
間
に
合
せ
に
、
古
訓
貼
の
中

に
迫
つ
て
ゐ
る
昔
訓
に

つ
い
て
、
自
分
の
面
白
い
ミ
感
じ
た
或
物

先
づ
昔
韻
の
方
而
か
ら
始
め
る
。
我
が
國
語
は
短
甥
音
の
連
続

を
漫
然
記
し
て
見
た
い
ミ
思
ふ
の
で
あ
る
。

ら
れ
た
田
合
に
於
け
る
學
問
の
苦
心
を
憫
ん
で
い
た
ゞ
き
た
い
。

為
に
、
目
的
の
書
物
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で、

遂
に
其
の
稿

感
動
詞
の
如
き
も
の
の
長
く
装
音
さ
れ
た
ら
う
こ
さ
は
、
想
像
し

0

0

昔

得
る
こ
ミ
で
も
あ
り
、
亦
古
事
記
の
歌
の

エ
エ
ー
シ
ャ
コ
シ
ャ
、

弓

0

0
 

0
 
0
 

ア
ア
惰
、
ン
ヤ

コ
シ
ャ、

書
紀
の
ア

ア
シ
ャ
ヲ
、

若
し
く
は
祝
詞
式

弓

0

0

 

に
肺
主
祝
部
等
の
梢
へ
る
ミ
い
ふ
ォ
オ
（
唯
）
な
さ
を
以
て
も
｀

譜
な
さ

）
の
節
に
長
く
引

<
-音
の
存
在
し
た
こ
さ
は
、
其
の
議
に

示
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
、
是
亦
言
ふ
ま
で
も
な

い
が
、
日
常
曹
通
の

語
泌
で
も
宜
際
長
く
褒
音
さ
れ
た
例
は
間
々

古
い
物
に
見
え
て
ゐ

三

（四
二
三）

大
凡
そ
拙
測
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
次
に
陥
物
（
琴
歌
譜
0

備
馬
楽

わ
ざ
わ
ざ
束
の
方
へ

出
掛
け
て
行
っ
た
の
に
、
或
偶
然
の
故
節
の

宜
際
に
長
母
音
が
衰
音
さ
れ
な
か
っ

た
繹
で
は
な
か
っ
た
。
先
づ

今
度
は
何
か
網
ま
っ
た
も
の
を
書
き
た
い
ミ
思
つ
て
、
こ
の
夏

古

訓

漫

談

か
ら
成
立

つ
て
ゐ
て
、
長
母
音
の
表
れ
は
普
通
に
は
な
い
―
‘
)
い
ふ

の
が
、
本
来
の
性
質
で
あ
る
こ
ミ
は
認
め
て
よ
か
ら
う
。
し
か
し

春

日

政

治

伽



な
さ
見
え
る
こ
ミ
は
、
世
人
の
周
知
す
る
所
で
あ
る
。
地
名
の
紀

故
ら
に
二
字
に
書
●
た
為
に
か
う
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
登
昔
は

必
す
し
も
長
く
は
な
か
っ
た
ミ
も
言
は
れ
よ
う
が
、
『
こ
に
か
く
我

が
國
で
は
古
代
で
も
一
昔
節
語
を
長
く
嶺
音
し
勝
ち
で
あ
っ
た
こ

ミ
は
、
昔
義
や
字
鏡
の
例
で
わ
か
る
こ
ミ
で
あ
る
。
近
畿
を
中
心

｀
こ
し
た
地
方
に
一

＿
音
節
語
を
長
く
登
昔
し
た
が
る
癖
の
顕
著
に
表

れ
て
ゐ
る
の
は
、
其
の
起
源
が
遠
い
さ
言
は
な
く
て
は
な
ら
な

伊
•
都
宇
•
頴
娃
●
囃
際
な
さ
の
昔
は
元
来
一
昔
節
の
も
の
を
、

0

0

 

鉤
唇
府
反
舟
斤
為
鉤
也
法
也
知
伊
也

0

0

 

抒
除
呂
反
機
持
緯
者
比
伊

新
撰
字
鏡
に

書
楊
雄
催
訓
勘
」
に
つ
い
て
言
は
れ
た
所
で
あ
る
が
、
私
も
目
に

燭
れ
た
―
二
に
つ
い
て
絞
詔
し
よ
う
ミ
思
ふ
。

奈
良
朝
の
祁
窃
ミ

0
 

0
 
0
 

見
ら
れ
る
蔀
厳
―音
義
に
蚊
に
加
安
ミ
瑕
名
つ
け
ら
れ
、
（
承
暦
一
―
―

0

0

 

年
寓
最
勝
王
経
昔
義
に
も
同
様
加
阿
ミ
つ
け
て
あ
ら
。
）

昌
住
の

る
。
こ
の
事
に
就
い
て
は
、
我
が
師
吉
繹
義
則
博
士
が
「

rt紗
樅

文

學

研

西
)1 

第

二

輯

の
如
き
は
是
で
あ
る
。

輪
ヮ
ァ

咄
睦
ャ
ァ

ill
ヤ
ア

＂＂ 

沼

ヌ

ウ

催
天
唐
勘
に
つ
い
て
言
は
れ
た
如
く
で
あ
っ
て
、
彼
虞
に
躯
げ
ら

れ
た
、
!
1
（
覚
）
な
さ
の
如
き
は
珍
し
い
例
ミ
言
つ
て
よ
い
。
尤

も
そ
れ
も
平
安
朝
の
終
に
近
づ
く
ミ
多
少
表
れ
て
来
る
や
う
で
あ

つ
て
、
例
へ
ば

不
滅
ヶ
ェ
（
ズ
）

（
長
窺
本
大
般
若
経
）

（
岩
崎
文
廊
本
日
本
書
紀
）

（
法
華
罹
字
）

（
東
大
寺
本
裡
槃
続
）

昔
韻
上
の
こ
の
性
質
は
合
成
語
・
了
作
る
上
に
も
及
ん
で
、
上
に

一
昔
節
の
語
を
羅
く
時
は
、

北
ハ
の
昔
を
長
く
す
る
こ
ミ
が
保
た
れ

て
ゐ
る
。
例
へ
ば
現
代
語
で
敷
詞
を
呼
ぶ
の
に
、
｀
t
ヅ
•
ョ
ッ
・

國
語
の
例
の
極
め
て
稀
で
あ
る
こ
さ
は
、
吉
濶
博
士
が
樅
書
楊
雄

こ
の

事
宜
の
古
訓
邸
に
表
れ
た
も
の
に
就
い
て
見
る
こ
、
固
有

の
昔
韻
的
特
笠
・
こ
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

い
。
さ
う
し
て
此
の
領
向
は
強
弱
の
差
こ
そ
あ
れ
、

旦

（
四
一
面
I
)

一
般
日
本
語

．
 



古

itJll 

没

談

の
の
―
つ
で
あ
ら
う
。
か
の
元
吸
幽
地
蔵
十
輪
網
に
は
徐
行
。
徐

0

0

 

問
な
き
の
徐
の
字
、

浸
遠
な
さ
の
浸
の

字
を
共
に
ャ
ウ
ヤ
ク
ミ
椴

る
も
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
<
-音
便
語
『
こ
し
て
最
も
早
く
表
れ
た
も

徹

ャ
ッ
l
＼

寝

ャ
ウ

l
¥

二
二
三

（
同
右
）

U

同

語
が
あ
ら
が
、

此
の
語
は
古
訓
閥
の
中
で
比
較
的
早
く
表
れ
て
ゐ

元
来
敷
詞
を
表
す
悩
字
は
、
文
字
ご
し
て
最
も
筒
易
な
も
の
で
あ

（
窟
仁
勘
金
剛
頂
迎
花
部
心
念
誦
儀
軌）

ャ
ウ
カ
（
八
日
）
に
形
の
似
た
語
で
ャ
ウ
ヤ
ク
（
漸
了
こ
い
ふ

（
應
和
黙
求
聞
持
法
）

楊
雄
催
）

必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
ら
う
。

つ
て
、
何
人
も
共
の

語
方
そ
盆
熟
知
し
て
ゐ
る
の
で
、
個
名
附
け
の

注
意
し
た
も
の
を
艇
げ
る
ミ
‘

試
み
に
十
輪
続
以
後
の
こ
の
語
の
表
れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
私
の

ふ
地
方
の
あ
る
の
で
も
知
ら
れ
る
。
日
を
敷

へ
る
｀
t
ッ
カ
0

ョ
ッ

則
か
ら
で
あ
ら
う
。
日
本
書
紀
の
古
訓
に
六
口
や
六
人
を
ム
ュ
タ

リ
ミ
諏
ん
だ
例
な
さ
を
見
る
ー
‘
)
、

是
等
も
古
い
こ
さ
で
あ
る
ら
し

い
。
し
か
し
古
訓
貼
に
さ
う
記
さ
れ
た
例
は
未
だ
見
出
せ
な
い
。

力
●
ム
イ
カ
（
又
は
ム
ユ
カ
）
•
ヤ
ウ
カ
な
さ
い
ふ
の
も
同
一
原

一
種
の
竪
形
の
や
う
に
考

へ
ら
れ
る
。
ム
ウ
ッ
。
ャ
ァ
ッ
な
さ
言

ム
ッ
•
ャ
ッ
だ
け
が
促
音
に
な
る
の
も
、
も
ミ
上
，笞
長
音
に
し
た

名
つ
け
て
あ
る
。
こ
の
経
に
は
已
に
イ
音
便
や
ウ
昔
●
の
語
が
見

え
出
し
て
ゐ

る
が
．
こ
の
語
が
其
の
中
の

―
つ
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
経
よ
り
も
、
否
天
長
貼
成
質
論
よ
り
も
古
黙
ミ
見
ら
れ
る
願

―
二
の
イ
昔
便
語
さ
共
に
そ
れ
が
見
え
て
ゐ

徐
徐
ャ
宇
ヤ
久

さ
あ
る
の
が
是
で
あ
る
。

徹

ャ
（ウ
ヤ
ク
）ニ

徐
徐

ャ
ウ
ヤ
ク

寝

ャ
ャ
ー
、1
ク
ニ

徹

ャ
ウ
ヤ
ク
ニ

徐
ャ
ウ

（ヤ
ク）

ニ

徴

ャ
ウ
ヤ
ク
（
徴
は
徹
の
誤
窟
）

（
天
永
黙
臼
氏
文
集
）

潜

ャ
ウ
ヤ
ク
ニ

徐
々
ャ
ウ
G

ヤ
ウ
）
―-

（四
一
一
五
）

（天
豚
貼
漢
書

る。 経
四
分
律
に
も
、



ゐ
る
所
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

幾
ャ
ウ
ヤ
ク
ニ

梢
ャ
ウ
ヤ
ク
ニ

ャ
ウ
が
表
れ
て
来
る
こ
ミ
が
知
れ
る
。
之
を
限
名
文
に
徴
し
て
も

か
く
い
ふ
あ
ひ
だ
に
夜
ゃ
う
や
く
あ
け
ゆ
く
に
、
…
…

次
に
ャ
ウ
ヤ
ク
ミ
い
ふ
語
の
痰
生
に
つ
い
て
は
稲
々
論
の
あ
る

こ
ミ
ミ
思
ふ
が
、

本
居
宣
長
翁
が
、
古
事
記
催
に
於
て
説
か
れ
て

゜

（本
文
、
衝
御
杖
梢
歩
）

た
も
の
ミ
見
る
の
が
至
裳
で
あ
ら
う。

な
り
了
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
ャ
ウ
ヤ
ウ
は
ャ
ウ
ヤ
ク
か
ら
訛
つ

（貰
之
本
も
流
布
本
も
皆
か
う
な

つ
て
ゐ
る
）
未

重
な
る
言
な
る
故
な
り
。
さ
て
夜
々
夜
々
を
音
便
に
夜
宇
夜

宇
ミ
云
る
な
り
。
中
古
の
物
語
書
な
さ
、
又
今
世
の
言
に
も

や
う
／
＼
ミ
云
り
。

や
う
は
何

-f
)

か
や
は
か
な
く
聞
ゆ
る
故
に
、
下
の
宇
↓
々
久
ミ

誤
な
ら
は
し
て
夜
宇
夜
久
さ
は
な
れ
る
な
h°

其
は
や
う

ョ

ク

カ

ク

ゃ
う
さ
云
は
｀
能
を
よ
う
、
如
此
を
か
う
、
疾
を
ご
う
-r)

思
ニ
ャ

（
古
事
記
偲
八
ノ

）
 

一ニ
ャ
六
丁
ワ
ー

三
十
七
丁
オ

誓
詔
詞
解
の
三
十

一
詔
の
浙
漸
の
條
噂
瓢
翌
打
に
も
同
様

ひ
て
、
さ
は
設
な
せ
る
物
な
る
ぺ

し
。
）

だ
ャ
ウ
ヤ
ク
で
あ
る
が
、

源
氏
時
代
に
な
る
ミ
殆
さ
ャ
ウ
ャ
ウ
ミ

さ
あ
る
の
が
、

然
る
を
漢
籍
な
さ
を
誤
む
に
は
や
う

土
佐
日
記
に

ー

の
萬
葉
な
る
ニ
ッ
共
に
漸
々
ミ
軍
ね
て
書
る
も
夜
々
夜
々
—f)

な
さ
で
あ
る
。
之
を
通
党
す
る
さ
、
平
安
朝
の
後
期
の
方
に
ャ
ウ

（
細
注
、
右

（
康
永
本
遊
仙
窟
）

さ
だ
か
に
姉
h
が
た
ぎ
を
、
よ
く
考
ふ
れ
ば
、
夜
宇
夜
久
は

（
建
治
本
古
文
孝
続
)

ド
ナ
ヤ
ウ
、
、

s“
 

（
岩
崎
文
匝
本
日
本
書
紀
）

徴

鍔

以

―二
徴
歳
の
欝
ウ
（
保
延
本
寿
秋
経
僻
躯
解
）

右）

文

學

研

究

第

二

紐

夜
々
夜
々
の
昔
便
に
韓
り
訛
れ
る
な
り
け
り
。

一
三
四

梢
は
夜
々
夜
々
璽
訓
べ
し
。
尚
薬
五
噂
ャ
に
、
須
央
毛
．

余
家
久
波
奈
之
爾
、
漸
々
可
多
知
都
久
保
里
、
七

T
i
jー
に
奥

津
梶
漸
々
爾
永
手
（
略
）
ミ
あ
り
。
漸
は
常
に
夜
宇
夜
久
『
I

)

訓
れ
ミ
も
、
（
略
）
此
言
古
書
に
正
し
く
書
る
例
な
け
れ
ば
、

（
四
二
六
）



古

訓

漫

談

翁
は
ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
か
ら
ャ
ウ
ヤ
ウ
が
生
じ
、
そ
れ
が
形
容
詞
昔
使
の

逆
類
推
か
ら
ャ
ウ
ヤ
ク
さ
な
っ
た
の
だ
さ
説
か
れ
る
。
是
は
先
づ

ャ
ウ
ヤ
ウ
が
出
来
て
次
に
ャ
ウ
ヤ
ク
に
な
っ
た
さ
す
る
の
で
あ
る

し
い
鹿
に
難
を
生
ず
る
。
殊
に
他
の
形
容
詞
の
ウ
昔
便
の
未
だ
疲

生
し
な
い
先
に
、
か
か
る
類
推
が
行
は
れ
よ
う
か
ミ
い
ふ
疑
を
も

挿
み
得
る
。
な
る
ほ
さ
ャ
ウ
ヤ
ク
が
意
義
上
か
ら
も
形
態
上
か
ら

質
で
あ
り
、
そ
れ
が
語
末
に
ク
を
取
っ
た
こ
ミ
は
他
の
副
詞
の
そ

れ
に
類
推
し
た
こ
ミ
は
亦
認
め
て
よ
い
。

し
か
し
ャ
ウ
ヤ
ク
か
ら

ャ
ゥ
ャ
ウ

5
な
っ
た
の
が
事
質
で
あ
る
ご
す
る
ミ
、
ヤ
ウ
ャ
ウ
よ

も
、
ヤ
ャ
又
は
ャ
ャ
ャ
ャ
か
ら
出
て
ゐ
る
こ
ご
は
認
め
ら
れ
る
事

が、

事
宜
は
已
述
の
や
う
に
ャ
ウ
ヤ
ク
が
先
で
ャ
ウ
ヤ
ウ
が
後
ら

ウ
ヤ
ク
の
出
来
方
に
つ
い
て
は
侮
論
の
餘
地
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

の
甜
を
言
は
れ
て
ゐ
る
。
ャ
ャ
は
イ
ヤ

5
同
義
の
ャ
の
悦
語
で
あ

る
が
、
萬
葉
集
の
漸
漸
は
翁
の
言
は
れ
る

や
う
に
、
文
字
を
重
ね

て
も
あ
り
、
か
つ
昔
敷
の
腸
係
上
、
ヤ
ヤ

を
更
に
重
ね
て
ャ
ャ
ャ

ヤ
ー
ー
ミ
誤
む
．べ
き
こ
ミ
は
肯
な
は
れ
る
諒
で
あ
ら
う
。
し
か
し
ャ

虚
が
そ
れ
を
明
か
に
説
明
し
て
く
れ
る
材
料
は
な
い
。
私
は
そ
れ

り
得
る
ミ
思
ふ
。
現
に
言
海
は
、
如
何
な
る
過
程
に
よ
る
か
を
明

示
し
て
は
ゐ
な
い
な
が
ら
．
ャ
ウ
ヤ
ウ
ミ
い
ふ
語
を
「
梢
／
延
」

ミ
し
て
ゐ
る
。
天
永
本
白
氏
文
集
の
ヤ
ヤ
／
＼
ク
ー
ー
を
古
形
さ
信

じ
て
ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
に
ク
の
附
い
た
こ
ミ
を
コ
ト
人
＼
ク
な
さ
こ
同
一

゜

親
し
、
そ
れ
か
ら

一
昔
が
ウ
ご
な
り

一
昔
が
落
さ
れ
た
（
其
の
先

後
も
論
は
あ
る
が
）
さ
考
へ
る
の
も
一
説
で
あ
ら
う
。
又
ャ
ヤ
に

璧

日
語
の
事
で
思
ひ
出
し
た
が
、
私
の
悟
稲
「
金
光
明
最
勝
王

（
日
本
文
梨
論
窯
）
の
＾
ナ
〈
ナ
（
甚
）

（同
祇』
＝
―
-
三
頁
参
照
)

彼
の
稿
を
草
し

た
時
、
同
訓
を
他
の
何
鹿
か
で
見
た
こ
さ
の
あ
る
の
を
仄
か
に
記

で
あ
る
。

ニ
ニ
五

の
訓
に
就
い
て
で
あ
る
。

経
の
古
咄
に
つ
い
て
」

盆
四
二
七
）

論
が
あ
る
）
さ
考

へ
る
の
も

一
説
で
あ
ら
う
。
向
よ
く
考
ふ
べ
し

ク
が
附
い
て
上
の
ャ
が
ャ
ウ
カ
の
や
う
に
延
び
た
（
其
の
先
後
も

が
ャ
ャ
ャ
ャ
か
ら
来
た
か
、

は
た
ャ
ャ
か
ら
来
た
か
も
問
題
に
な

h
前
の
ャ
ウ
ヤ
ク
の
出
来
方
を
考
へ
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。



あ
る
。
元
来
硝
字
昔
は
支
那
人
か
ら
授
か
る
際
に
、
之
を
長
く
敬

の
や
う
な
の
が
あ
る
。

は
字
昔
を
瑕
名
書
に
し
て
あ
る
獣
で
あ
っ
て
●
蓋
し
此
の
種
の
も

ャ
ウ
カ
の

事
か

ら
思
は
ず

岐
路
か
ら
岐
路

ヘ
ミ

迷
ひ
込
ん
だ

以
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
由
つ
て
こ
の
加
黙
は
或
は
奈
良
朝
末
期
か

く
こ
さ
に
す
る
。

か
つ
態
々
梱
外
へ
摘
出
し
て
謹
い
た
の
に
何
時
か
忘
れ
て
了
つ
て

ゐ
た
。
記
憶
の
衰
へ
を
悲
し
み
且
悔
し
が
っ
た
次
第
で
あ
る
。
そ

本
文
の
註
で
あ

っ
て
、
其
の
終
の
部
分
に
、

゜

三
者
皆
不
孝
之
甚
也
（
〈
ナ
ノ
＼
‘
ン
キ
）

＿f
-

あ
る
。
こ
入
に
は
餘
事
な
が
ら
、
此
の
樺
苓
以
て
補
入
し
て
置

が、

立
返
つ
て
艇
字
音
で
あ
つ
て
一

昔
節
を
長
呼
す
る
例
は
、
固

有
國
語
ミ
逹
つ
て
相
常
豊
富
に
見
出
さ
れ
る
。
吉
澤
博
士
が
漢
唐

楊
雄
催
か
ら
引
出
さ
れ
た
例
だ
け
で
も
‘

其
の
敷
十
に
上
る
の
で

を
見
る
ミ
、
イ
•
ウ

0

へ
•
ム
•
リ
・
ル

•

頁

（
ス
）
•
ゾ
一
（
ソ
）

ふ
の
は
、
其
の
加
獣
年
代
を
明
か
に
し
な
い
が
、
共
の
瑕
名
字
騰

の
見
た
訓
閥
物
の
中
に
、
正
倉
院
御
本
景
雲
窟
央
掘
魔
羅
経
ー
こ

い

れ
は
「
要
君
者
亡
上
、
非
埋
人
者
亡
法
、
非
孝
者
亡
親
」
ミ
い
ふ

し
て
か
う
し
た
旗
も
酌
分
早
い
時
に
起
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
私

ケ
イ
シ
（
家
司
）
な
さ
は
殆
さ
長
昔
に
な
つ
て
了
つ
て
ゐ
る
。
而

ョ

ウ
バ
ウ
ミ

い
ひ
、

彼
の
シ
イ
カ
（
詩
歌
）
•
フ
ウ
キ
（
宮
貴
）
•

の
で
あ
る
。
質
は
曾
て
こ
の
本
を
見
た
際
、
朱
晃
で
貼
1

笠
打
ち
、

も
這
入
っ
て
来
て
ゐ
る
。
お
主
を
オ
シ
ュ
ウ
さ
い
ひ
、
女
房
を

頃
建
治
本
古
文
孝
親

（
古
典
保
存
會
刊
本
）
を
見
ら
ミ
出
て
来
た

憶
し
て
ゐ
た
が
｀
如
何
し
て
も
考

へ
出
せ
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の

文

學

研

究

第

二

輯

（
四
二
八
）

へ
ら
れ
た
黙
も
あ
る
で
あ
ら
う
、
殊
に
佛
徒
の
限
続
に
は
こ
の
長

呼
が
多
い
や
う
で
あ
る
が
、
字
音
の
長
呼
は
そ
れ
が
普
通
の
語
に

・
＊
（
夕
）
•
矢
（
チ
）
の
十
の
省
憫
の
外
は
、
全
部
其
瑕
名
を

『、）も考
．へ
ら
れ
、
晩
く
も
平
安
初
頭
ミ
推
定
し
て
大
き
な
誤
は
な

い
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
殊
に
こ
の
経
の
加
貼
の
珍
し
い
こ
ご

の
の
最
も
古
い
―
つ
ミ
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
其
の
瑕
名
訓
に
次

一
三
六



錬

古

制

没

サo
To 

談

（承
胚
黙
金
剛
界
次
第
）

嬢

碩

阿
宇

ニ
ニ
七

（
四
二
九
）

姐

茄~
ill. 

ソo
ォ。
シ
ャ
ク

（
寛
仁
黙
成
唯
誠
論
）

歴

リ

呵

口

魚
菟

o
o
1
~
（
法
荊
文
句
）

て
見
よ
う
3

で
あ
る

3

倫
大
矢
博
士
の
瑕
名
史
料
の
内
そ
の

他
か
ら
―
二
拾
つ

ァ
行
拗
霞
‘
)
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
見
え
る
。

が
ヽ

一
昔
一
字
の
瑕
名
苦
き
を
以
て
附
け
て
あ
る
も
の
に
、
こ
の

な
さ
の
や
う
に
類
音
を
以
て
談
若
に
附
け
て
あ
る
も

の

が
多
い

詳

生

洛

初

罰

白

臭
酋

盆
眼
の
字
さ
誤
っ
た
も
の
だ
ら
う
J

な
さ
が
是
で
あ
る
。
是
等
を
吉
澤
博
士
の
も
の
ミ
併
せ
て
見
る
ミ

一
昔
節
の
字
音
を
長
呼
す
る
こ
こ
は
殆
さ
迎
則
ミ
見
て
も
よ
い
位

l
琵

丹”

謡

0

0

 

n
オ
ト
ク

（
長
寛
黙
高
僧
催
）

（
法
蔀
輩
字
）

0

0

 

さ
て
前
出
の
例
の
中
捨
梨
の
附
訓
に
シ
ア

キ
イ

ミ
あ
る
が
、
拗

昔
の
表
記
の
髪
つ
て
ゐ
る
こ
ミ
に
注
意
さ
れ
る
。
現
今
の
拗
昔
表

行
拗
音
な
さ『
I

)

も
呼
ん
で
ゐ
る
位
で
あ
る
が
、
古
く
は
二
重
母
昔

や
う
に
ァ
行
母
昔
を
附
け
る
こ
さ
に
な
つ
て
ゐ
た
ら
し
い。

こ
れ

は
墜
子
の
古
原
音
を
考
へ
る
に
究
す
べ
ぎ
材
料
で
あ
る
で
あ
ら

う
。
已
述
の
央
掘
如
藷
純
の
字
昔
に
は
、
拗
音
字
に
｀

0

0

 

八
支
戒

0
0
シ
イ
カ
イ

0

0

 

捨

菜

シ

ア

キ

イ

言

0

0

 

詞

0
0
シ
イ

肥
法
は
キ
ャ
•
キ
ュ
0

キ
ョ
の
や
う

に
ャ
行
文
字
を
川
ゐ、
又
ャ

歌

舞

0
 
0
 
0
 
0
 

カ
ア
フ
ッ

る
が、

之
に
は
随
分
熙
富
に
あ
る
。

王
経
で
あ
つ
て
、
其
の
加
期
は
天
長
前
後
ご
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
な
さ
の
如
ぎ
で
あ
る
。

ミ
あ
つ
て
、

長
昔
表
記
で
あ
る
。
次
に
は
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝

蔀

クo
ワ0

ァ。

脱

リ
イ

0

0

 

チ
イ
ク
ワ
イ

． 

部

恢



さ
い
ふ
白
訓
で
あ
る
。
是
は

0

0

0

 

＾
ィ
シ
ア
ク
訓
ア
テ
、
説
ク

ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
注
意
す
べ
ぎ
は
、

0

0

0

 

波
已
志
阿
久
訓
阿
豆
々
説

次
に
唐
寓
阿
毘
逹
磨
雑
集
論
古
貼
も
平
安
初
頭
の
も
の
さ
認
め

元
来
我
が
國
古
代
に
於
け
る
拗
音
の
椴
名
表
記
は
何
時
頃
一
定

0

0

 

如
應
配
籾

く
、
よ
h
細
密
に
登
音
さ
れ
た
跡
が
解
る
の
で
我
等
の
興
味
を
惹

け
る
べ
き
所
が
二
重
母
昔
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
更
に

ー
ー
ア
ク
さ
設
む
べ
く
、
現
今
な
ら
ば
―
ー
ヤ
ク

0

0

0

 

ミ
書
く
べ
き
所
で
あ
ら
う
。
和
名
抄
に
は
蒟
賜
を
古
遜
夜
久
ミ
記

゜

さ
い
ふ
の
が
見
え
る

6

初
の
瑕
名
は
平
瑕
名
の
め
の
字
の
や
う
ー
に

見
え
る
が
、
知
の
字
の
草
書
の
末
盤
を
省
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、

゜
亜
字
の
昔
で
あ

ぞ
ミ
諏
む
べ
く
、
従
つ
て
ヌ
ア

ー
―•
n
l

諏
ま
れ
｀

る
。
英
字
は
も
ミ
躾
字
5
同
じ
く
今
・
ナ
ン
ミ
璽
曰
す
る
が
、
韻
鋭

に
於
け
る
合
轄
の
字
で
あ
っ
て
｀
支
那
の
合
音
に
於
て
も
]
u
a
n
 

見
え
る
。

古
代
に
於
て
は
樅
字
の
昔
が
今
日
よ
り
も
原
音
に
近

v
―
つ
で
あ
る
。

ミ
痰
昔
す
る
如
く
、

n
u
a
n
 
,,, 
原
音
に
近
く
装
音
し
た
昔
の
悌
が

し
た
例
も
あ
る
が
、
正
に
同
昔
字
で
あ
る
の
で
あ
る
。

の
一
例
で
あ
っ
て
、

溺

二
悪

面
白
い
こ
さ
は
、

い
。
尚
こ
の
雑
集
論
に
は
，

゜
羮
根

め
阿
爾

A
 

こ
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
初
の
瑕
名
が
不
明
で
あ
っ
て
、
伊
の
や
う

工

〇

に
も
あ
り
、
叉
依
の
や
う
に
も
あ
る
が
、
（
恐
ら
く
伊
で
あ
ら
う
）

さ
に
か
く
野
手
だ
け
は
明
か
で
あ
つ
て
，
現
今
な
ら
ば
ャ
ウ
さ
附

あ
る
が
、
偶
然
で
あ
る
か
、
或
は
理
由
の
存
す
る
か
は
明
か
で
な

嬰
□

阿
宇

゜

で
あ
ら
。
此
等
の
例
は
ア
（
今
の
ャ
）
の
場
合
の
み
で
あ
つ
て
、

゜

ウ
（
今
の
ユ
）
•
オ
（
今
の
ヨ
）
の
場
合
は
表
れ
て
ゐ
な
い
の

で

゜

文

な
さ
の
形
が
是
で
あ
る
。
尚
そ
の
内
、

0

0

0

 

さ
読
む
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
が
、
是
が
亦
シ
ア
ク
に
な
つ
て
ゐ
る
の

學

研

がJし

第

二

輯

一
三
八

（四一―

!0)



依
嗚

古

訓

泡

し
た
か
、
不
明
で
あ
っ
て
、

其
の
初
は
類
昔
字
で
附
け
る
こ
ミ

が

誠
狩
反
(
+
輪
経
）

な
さ
の
や
う
な
の
が
多
い
。
か
く
て
拗
音
は
我
が
椴
名
表
記
に
於

も
、
和
化
し
た
字
昔
語
を
設
む
時
｀
拗
音
に
は
大
概
類
音
字
を
借

り
た
の
で
あ
つ
て
、
偶
々
瑕
名
書
に
し
て
も
、
拗
音
す8
ば
避
け
て、

0

0

0

 

0
 
0
 

慈
石
を
之
蛇
久
、
砕
礫
を
謝
古
ゞ
玉害
＜
類
が
多
い
。
古
避
夜
久
な

噸
々
キ
ョ
（

な
さ
あ
る
の
は
、
拗
―音
の
ヤ
行
表
記
の
早
い
も
の
で
あ
る
が
、
随

分
後
代
ま
で
こ
の
ア
行
表
記
は
見
え
て
ゐ
る
の

で
あ
つ
て
、

0

0

 

〇
ヒ
オ
反

ミ
あ
り
、
法
荊
文
句
に

若

ニャ

渚
シ
ョ

談

（正
倉
院
御
本
菩
薩
善
戒
続
）

さ
は
珍
し
い
只
―
つ
の
例
で
あ
る
。
さ
て
願
経
四
分
律
に

て
成
る
べ
く
避
け
ら
れ
て
ゐ
た
傾
向
が
見
え
る
。
和
名
抄
の
如
き

ニ―i

九

装
生
反
（
願
続
四
分
律
）

（
延
暦
本
大
居
四
域
紀
）゜

な
き
は
、
前
掲
の
例
に
次
ぐ
古
い
も
の
で
あ
る
が、

猿
字
の
昔

の

な
l

}

）
は
、

関
分
後
ま
で
拗
音
の
ア
行
表
記
の
あ
っ
た
こ
ミ
を
物
語

つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

〇防
字
は
今
フ
セ
グ
ミ
誤
む
が
古
く
は
孤
々
の
訓
が
あ
っ
た
。
即

ち
こ
の
語
に
種
々
の
褒
昔
形
が
あ
っ
た
こ

f

こ
に
な
る
。

非
紀
の
古

訓
を
見
る
ミ
フ
セ

グ
ミ
共
に
ホ
セ
グ
さ
も
附
け
て
あ
る
こ
ミ
は
誰

も
知
る
所
で
あ
ら
。

詳

四

0

0

 

シ
ア
ウ

（
治
承
本
性
藁
集
）

照

正

合

者

洲
渚
守
所
（
雑
集
論
）

奨
香
反

（
四
三

一
）

庚

如
ぎ
は
正
に
央
経
ーこ
合
ふ

も
の
で
あ
る
。

0

0

 

ィ
ゥ
ク

（
長
鄭
本
高
僧
催
）

覗
鋭

0

0

 

キ
イ
ツ 0

0

 

沃
堀

0
0
ニ
ア
ウ

逆

0

0
 

キ
ア
ク

ス

多
く
、
已
述
の
央
掘
魔
羅
経
に

つ
い
て
も
見
た
如
く
、

0

0

 

法
律

00:=-.ウ
ト

遮
止

0

0

 

シ
ア
（
シ
）
セ
シ
ム

（
同
右
）

（
同
右
）

（
同
右
）

盆
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
親
）



． 

0
 

0
 
0
 
0
 

如
耶
詰
資
彼
波
々
同
布
せ
ク

0

0
 

0

0

0

0

0

0

 

遮
防
一
切
損
害
逼
迫
憐
趾
他
保
曾
ー^
＞
）

►

延
本
春
秋
経
催
集
解
）

゜
遠
防
之
也
フ
セ

ク

（
建
治
本
古
文
孝
経
）

古
勘
は
之
に
次
ぐ
べ
き
も
の
で
あ
る
が、

是
亦‘

せ
な
い
。
又
訓
勘
物
に
し
て
も
、

0

0

 

翫
之
フ
セ
ク

以
猥
公
徒
フ
セ
イ
不
足
以
御
飢
フ
セ
ク

（保

膵
で
あ
る
。
さ
て
同
じ
く
理
語
蔵
御
本
匝
宜
阿
毘
逹
磨
雑
集
論
の

朝
初
頭
を
下
ら
な
い
も
の
さ
見
ら
れ
る
が、

゜

無
所
拒
不
但
具

さ
あ
っ
て
、

ホ
ソ
グ
ミ
い
ふ
訓
が
見
え
る
。
つ
ま
h
雨
形
あ
っ
た

な
る

や
う
で
あ
っ
て
、

辟
苦
の
名
義
抄
や
字
類
抄
な
さ

に
も
見
出

ミ
あ
る
ミ
共
に
、

0

0

 

防
御
諸
敵
難

保
曾
久

し
か
し
後
代
の
も
の
に
は
ホ
ソ
グ

や
ホ
サ
グ
は
漸
次
見
え
な
く

年
黙
の
大
胆
匝
域
記
な
さ
ー↑も
見
え
て
ゐ
る
。

掛
合
せ
た
や
う
な
形
で
あ
る
。

こ
の
ホ
サ
グ
ミ
い

ふ
形
は
長
寛
元

次
い
で
奈
良
帆―
に
近
い
訓
勘
物
に
他
の
設
方
が
表
れ
て
来
て
ゐ

る
。
正
倉
院
理
語
蔵
御
本
塁

喜
蔀
厳
経
の
加
咄
は
少
く
も
平
安

さ
い
ふ
新
し
い
形
が
表
れ
て
来
て
ゐ
る
。

ホ
ソ

．ク

ミ
フ
サ
グ

-
l
)

を

゜
防
諸
怨
敵
ホ
サ
ク

ふ
あ
る
が、

元
炎
元
年
幽
の
地
蔵
十
輪
続
に
至
っ
て

『
ミ
の
つ
て
、
古
く
か
ら
フ
セ
グ
ミ
い

っ
た
こ
ミ

は
確
園
で
あ
る。

防
ホ
ソ
ク
也

公
E

幽）

防

呆
曾
久

（朱
勁
）

防
浮
妄

（反
）
肌
布
世
久

餘
h
明
瞭
で
な
い
。
倫
、
法
荊
＇

文
句
古
勁

t
も

朝
の
紗
本
こ
認
め
ら
れ
る
蔀
厳
音
義
に
は
‘

ミ
あ
る
。
こ
の
雨
形
の
意
義
に
多
少
の
差
の
あ
る
も
の
か
否
か
は

そ
こ
で
古
訓
黙
に
於
け
る
こ
の
語

le
間
べ

て
見
る
こ
、
先
づ
奈
良

文

眼

第

一

一
揖

ホ
セ
ク
ヘ
シ

ー
・、3

盆
丹
鶴
本
帥
代
紀
）

か
セ
ヵ

r
シ
カ
ト

如
吾
防
禦
者
、
國
内
諸
紳
必
常
同

豹

研

究

r
 

ーこ
な
っ
て、

や
は
い
雨
用
で
あ
る
。
天
長
五
年
貼
成
買
論
に
は
、

゜

如
善
守
備
則
悪
人
不
入

呆
ソ
ク

一
四
〇

盆四
一―――-）



古

閥

漫

談

後
か

f
‘

)

い
ふ
登
生
の
順
序
に
つ
い
て
は
逍
に
は
断
じ
難
い
が
、
以

さ
て
こ
の
フ
セ
グ
・
ホ
ソ
グ
0

ホ
サ
グ
は
何
れ
が
先
で
何
れ
が

り
~
語
誤
り
で
は
な
い
か
ミ
思
ふ
つ

古
仮
名
の
一
院
に
は
サ
の
字

0

0
 

に
左
の
草
碧
の
頭
だ
け
を
取
っ
た
七
に
似

た
文
字
が
あ
つ
て
、
之

が
平
安
朝
か
ら
徳
川
時
代
ま
で
も
用
ゐ
ら
れ
ゐ

た
が
、
後
枇
人
が

゜

そ
れ
を
よ
く
セ
ミ
間
違
へ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
防
字
の
附
訓

に
ホ
七
ク
（
即
ち
ホ
サ
グ
ミ
訓
む
ぺ
き
も
の
）
ミ
あ
る
の
を
ホ
セ

グ
ミ
誤
設
し
て
了
っ
た
の
だ
ら
う
ご
思
は
れ

る。

か
く
文
字
を
訣

読
し
た
個
に
新
し
い
語
を
造
る
こ
こ
も
あ
る
の
で
あ
る
。

ふ
形
も
な
か
つ
た
さ

は
言

へ
な
い
が
、

之
は
或
は
椴
名
の
見
誤

ぴ
て
了
つ
て
、

現
代
丘
至
っ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。

な
き
は
フ
セ
グ
の

み
で
ホ
ソ

グ
も

ホ
サ
グ
も

見
え
な
い
の
で
あ

゜
應
拒
得
コフ
，，ヽセ
ミキ

（康
永
本
遊
仙
窟
）

る
。
か
く
て
こ
れ
ら
の
語
は
フ
セ
グ
だ
け
が
用
ゐ
ら
れ
、
他
は
亡

書
紀
の
古
訓
の
ホ
セ
グ
ミ
い
ふ
形
は
、
私
は
未
だ
訓
幽
物
の
中

に
見
出
せ
な
い
。
元
来
フ
セ
グ
こ
い

ふ
の
だ
か
ら
、

ホ
セ
グ
ミ
い

つ
て
、

q
 

-
l
 

盆
四

i

-

――――)

へ
る
癖
が
あ
る
。
励
音
同
化
ミ
か
母
音
諧
調
こ
か
い
ふ
も
の
で
あ

0

0

 

0
 
0
 

0
 
0
 

0
 
0
 

ハ
サ
ム
も
ヒ
｀
ン
グ
も
ホ
ソ

グ
。
＊
ソ
シ
も
皆
帥
音
の
調
子

も
物＇で

他
の
物
の
間
に

狭
め
る
こ
『
こ
で
あ
る。

サ
．
ク
も
、
乃
至
ホ
ソ

．ク
も
ホ
サ
グ
も
皆
そ
の
意
義
に
同
一
性
を
共

上
の
育
料，
て
並
ぺ

た
だ
け
で
は
フ
セ
↓
ク
か
ら
ホ
ソ
グ
が
出
来
、
更

に
ホ

サ
グ
が
出
来
た
か
の

や
う
に
も
見
え
る
。
そ
れ
は
何
れ
に
し

て
も
或
原
語
が
あ
っ
て
そ
れ
が
瀬
次
訛

つ
て
行
っ
た
も
の
ミ
見
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
元
米
日
本
の
昔
韻
中
母
昔
の
動
揺
、
即
ち
所

謂
樅
行
の
迎
音
ミ
い

ふ
こ
ミ
は
古
語
に
は
よ
り
自
由
に
行
は
れ
た

や
う
で
あ

っ
て
、
同

一
子
音
を
語
根
ミ
し
て
稲

々
の
語
に
分
化
し

て
行
く
こ
さ
も
一
に
こ
の
母
音
の
動
揺
に
よ
っ
た
。
フ
セ
グ
も
7

も
同

一
語
諒
か
ら
、

有
し
て
ゐ
る
語
同
士
で
あ
る
。
フ
セ
グ
は
フ
サ
グ
ミ
同
じ
ゃ
う
に

0

0
 

通
路
を
狭
め
る
義
か
ら
出
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
か
く
て
ホ
ソ
シ

0
 
0
 

O
 
0
 

ハ
サ
ム
も
恐
ら
く
さ
う
で
あ
ら
う
。
ヒ
シ
グ

0

0

 

0
 
0
 

ヒ
シ
形
も
ヒ
シ

（植
物
）
も
亦
必
ず
こ
の
同
族
で
あ
ら
う
。

さ
て
こ
の

勘
音
の
動
揺
の
中
で
日
本
語
に
は
よ
く
同
母
音
を
捌



盆
成
寓
論
天
長
黙
）

゜

証
又
＾
詐
ク
米
ロ
カ
ス

゜

杏
ト
プ
ル
ヒ

（
同
右
）

ラ
ス
）
ミ
い
ひ
、

ワ
ゴ
オ
ホ
キ
、
P

さ
い
ふ
な
さ
が
皆
母
音
同
化
の

閥
物
を
見
ら

ミ
、
や
は
り
さ
う
し
た
＿音
韻
現
象
が
相
嘗
見
え
て
、

今
日
我
々
が
言
馴
さ
れ
た
語

i

涎
の
形
を
椋
部
に
し
た
時
、
何
ミ
な

（
華
厳
昔
義
）

＜
俗
訛
音
で
あ
る
ミ
い
ふ
感
を
懐
か
せ
る
そ
れ
ら
が
あ
る
。

0

0

 

懐
布
都
久
呂

住

卜

ゞ

吟

ル

（
地
蔵
十
輪
経
元
脳
勘
）

跡
を
止
め
て
ゐ
る
こ
さ
は
誰
も
よ
く
姉
る
所
で
あ
る
。
さ
て
古
訓

に
ク
フ
シ
ク
ミ
も
あ
る
）
ィ
キ
ド
ホ
ロ
シ
ミ
い
ひ
、
オ
ロ
ス
（
織

チ
キ
シ
マ
が
あ
る
。

更
に
コ
ホ
シ
（
態
）
ミ
い
ひ
、

を
合
せ
て
ゐ
る
語
の
例
で
あ
る
が
、
我
が
古
典
に
は
著
し
く
こ
の

昔
韻
傾
向
が
表
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
そ
れ

が
原
始
的
言
語
で
あ

る
ほ
さ
強
い
や
う
に
思
ふ
。
ア
ナ
ミ
い
ふ
感
動
詞
ミ
共
に
オ
J

さ

い
ふ
そ
れ
が
あ
り
｀
カ
ワ
ラ
ミ
い
ふ
擬
暉
語
ミ
共
に
コ
ヲ
ロ
ミ
い

ふ
そ
れ
が
あ
り
、
固
有
名
詞
に
し
て
も
オ
ノ
ゴ
ロ
シ
マ
が
あ
り

1

文

學

研

究

第
一
一

輯

（
萬
策
二
十

で
あ
る
。

コ
ロ
ス
（
懲
）
は
三
蔵
法
師
偲
永
久
本
•
十
七
憲
法
承

（
四
三
四
）
・

（
白
氏
文
集
天
永
咄
）

な
さ
は
、
私
の
注
意
し
た
或
物
を
書
抜
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内

同
寃
治
本
、
阿
咤
隙
倶
元
帥
大
賂
上
佛
陀
羅
尼
経
修
行
法
儀
軌
嘉

源
重
之
集
や
保
憲
女
集
に
オ
ゴ
ク
ミ
い
ふ
語
が
あ
り
、
名
義
抄
に

も
同
訓
語
の
あ
る
の
ミ
併
せ
考
へ
て
廣
く
用
ゐ
ら
れ
た
語
の
や
う

保
本
•
三
蔵
法
師
偲
永
久
本
•
金
光
明
続
天
承
本
な
さ
に
見
え
、

毘
逹
磨
雑
集
論
に
見
え
る
。
オ
ゴ
カ
ス
は
金
剛
界
次
第
延
久
本
、

ト
ド
モ
ル
は
成
宜
論
よ
り
古
い
加
貼
ミ
見
え
る
願
経
四
分
律
ゃ
阿

微
'"'ヽ

コ
口〇

ス

事

ッ
ク0

マ
ッ
ル

（
金
剛
界
次
第
寛
治
黙
）

゜

御
弓
〇
タ
ラ
シ

（
九
條
本
祝
詞
式
）

。

動
ォ
ゴ
カ
ス

（
法
蔀
義
疏
長
保
獣
）

隆伴
ゥゥ。
ズ ツ
ッ0 _,, 

ヵ y
ナ
ル

物

（
正
倉
院
御
本
十
二
門
論
古
貼
）

（
金
剛
般
若
躾
験
記
古
幽
）

送 喜

ツo ヨ
ク ロ
)コ

ボ'o
シ—

キ四（
法
蔀
文
句
古
貼
）

（
地
蔵
十
輪
経
元
隧
貼
）



古

訓

漫

談

安
本
等
に
も
見
え
．
又
瑕
名
文
で
は
打
間
集
な
さ

に
も
見
え
て
ゐ

る
。
さ
て
是
等
の
内
に
は
、
或
は
今
日
の
形
よ
り
も
却
つ
て
原
形

ミ
見
る
べ
ぎ
も
の
も
あ
ら
う
が
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
こ
：
に
は
省

く
こ
ミ
ご
し
て
、

ヨ
ロ
コ
ボ
、
ン
は
綬
紀
の
官

l

命
に
典
呂
許
保
志
ミ

あ
る
か
ら
、
何
れ
か
が
訛
っ
た
形
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
の
ボ
の

昔
だ
け
は
今
日
の

プ
よ
り
古
形
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
住
字
の

ミ
あ
る
か
ら
、
共
に
自
動
詞
、
今
の
ト
ド
マ
ル
で
あ
る
こ
ミ
は
勿

レ
三
昧
ノ
相
ナ
リ
。
）

論
で
あ
る
が
、
成
質
論
で
は

゜
心
住
1

ー
ニ
熙
是
一
一
一
味
相

？
 

（
心
ヲ
シ
テ
て
臨
＿
ー
ト
、
、
、
モ
ル

是

ミ
あ
り
、
四
分
律
に
は

゜
住
待
-
―日
足
1

（卜
、．、

モ
リ
テ
日
ノ
足
ル
ヲ
待
チ

）

゜

尤
＞
滞
故

（
卜
、
、
、
モ
ル

事
無
キ
ガ
故
＝
ー
）

く、

証
の
字
は
阻
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
咄
底
に
は
ク
ボ

ラ
カ
ス
ミ

ミ
や
う
に
誤
ま
れ
て
，

意
味
に
多
少
疑
が
あ
る
が
、
原
文
の
配
字

の
通
り

に
、
心
が

一
臨
に
止
よ
る
ミ
い
ふ
事
で
、
ト
ド
モ
ル
は
や

は
り
自
動
詞
で
あ
ら
う
。
ー
こ
に
か
く
相
盛国に
用
ゐ
ら
れ
た

一
種
の

家
常
不
見

(
-―

0

0

 

さ
い
ふ
歌
の
留
火
の
用
字
法
に
つ
い
て
僻
案
を
試
み
た
い
。
萬
葉

集

乍
ド
マ
ル

を
瑕
名
に
し
た
所
が
な
い
が
、
ト
マ
ル
さ
い
ふ
動

詞
の
瑕
名
魯
は
あ
る
か
ら
、
ト
ド
マ
ル
さ
い

ふ
語
も
あ

っ
た
に
相

違
な
く
、
留
有
（

一
四
五
三
）
を
ト
ド
マ
レ
ル
ミ
訓
じ
て
あ
る
の
は

差
支
な
い
や
う
に
思
ふ
。
し
か
し
前
述
の
如
く
継
咎
の

比
較
的
古

い
訓
法
が
卜
、
ゞ
モ

ル
ミ

い
ふ
形
を
止
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

猫
薬
時
代
に
も
或
は
ト
ド
マ
ル
ミ
共
に

一
方
に
ト
ド
モ
ル
さ
い
ふ

形
も
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
っ
従
つ
て
ト
マ
ル
ミ
共

訓
は
雑
集
論
に
は

五
四
）

一
四
三

（四
三
五
）

留

火

之

明

大

門

爾

入

日

哉

榜

賂

別

私
は
こ
：
任
於
て
腐
薬
集
堡

1

一の

い
ふ
恨
名
書
が
あ
る
か
ら
、
之
．が
ョ
ロ
コ
パ
シ
よ
り
も
古
い
ら
し

て
は
な
ら
な
い
。

喪
訛
昔
で
あ
っ
て
、
亦
そ
れ
が
母
昔
同
化
に
よ
る
も
の
ー
‘
)
見
な
く



り
、
さ
ま
る、

ミ
ま
れ
ミ
活
用
．

も
の
字
よ
り
は
、
左
行
に

う
つ
り
で
、
ミ
も
さ
ん
、
ミ
も
し、

ミ
も
す
、
ミ
も
せ
ミ
活

て
、
ま
の
字
よ
り
は
良
行
に
う
つ
り
て
、
ミ
ま
ら
ん
、
ミ
ま

い
か
に
ミ
な
れ
ば
、
留
の
訓
は
ミ
み
、-

r—
む
、

fこ

め

ミ
活
用

も
亦
或
事
宜
に
は
近
づ

い
て
ゐ
召
畢
脊
森
臼
薬
集
の
こ

：
の

場
合

ら
で
あ
る
。
而
し
て
由
豆
流
の
留
字
マ
で
ト
モ

ス
ミ
活
用
さ
せ
た
の

い
て
ゐ
る
c

現
に
ト
ド
マ
ル
を
ト
ド
モ
ル
さ
訓
ん
だ
例
が
あ
る
か

併
し
久
老
の
ト
マ
リ
を
ト
モ
リ
ミ
通
は
せ

た
の
も
或
事
質
に
近
づ

ミ
言
っ
た
が、

由
豆
流
の
孜
證
は
之
を
反
駁
し
て
、

＂ク

『ツ
4
・

ミ
も
h
ぴ＿
f
-

訓
つ
れ
さ
、
語
の
活
用
に
う
ミ
き
に
て
非
也
。

が
な
い
か
ら
こ
そ
、
流
石
の
契
沖
も
困
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

は
ト
ム
（
又
は
ト
ド
ム
）
こ
い
ふ
マ
行
下
二
段
よ
り
外
訓
じ
ゃ
う

し
。
母
―ヽ品
岬
‘
品
は
、
通
は
し
い
ふ
例
お
ほ
し。

動
に
は

ト
マ
ル
（
又
は
ト
ド
マ
ル
）
さ
い
ふ

ラ
行
四
段
、
他
動
に

さ
ま
り
こ
い
ふ
訓
を
か
り
た
ら
ば
、

ミ
も
り

火
-
f
)

よ
む
べ

の
ト
モ
ス
に
し
た
り
す
る
の

は
餘
り
に
勝
手
す
ぎ
る
。
留
字
は
自

字
を
訓
ず
る
時
｀
之
を
マ
行
四
段
の

ト
ム
ミ
し
た
り
、
サ
行
四
段

此
留
火
ヲ
ト
モ
シ
ピ
ト

黙
ゼ
ル
ヤ
ウ
イ
マ
ダ
意
得
ズ
。

代
匠
記
精
撰
本
に
於
て
、

よ
い
こ
し
て
｀
他
の
皆
ト
モ
シ
ピ
で
あ
る
の

に
肘
し
て
ト
モ
リ
ピ

さ
て
留
火
を
噛
訓
ト
モ

シ
ビ
ミ
し
て
あ
る
こ
さ
、
言
換
へ

を
‘
)

ト
モ

シ
ビ
に
留
火
の
字
を
瑕
用
し
て
あ
る
こ
ー
こ
に
つ
い
て
は
説
が

匿
々

で
あ
っ
て
、
未
だ
妥
常
な
解
秤
に
逹
し
て
ゐ
な
い
。
契
沖
は

ミ
言
っ
て
ゐ
る
。
久
老
は
槻
の
落
葉
に
於
て

一
説
を
な
し
て
、

ミ
言
っ
て
ゐ
る
。
久
老
の
説
の
モ
さ
マ
ミ
通
ふ

こ
さ
は
許
し
て
も

な
さ
い
ふ
語
の
宜
な
ひ
難
い
こ
ミ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

し
か
し

。

由
豆
流
の
説
に
は
少
か
ら
す
乱
暴
な
黙
が
あ
る
。
さ
い
ふ
の
は
留

る）

う
か
。
愚
考
は
此
の
期
に
根
腺
を
詔
く
の
で
あ
ら
。

ミ
い
ふ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。

（蒟
踊
集
叢
事
3

第
五
輯
に
腺

に
ト
モ
ル
こ
い

ふ
幾
訛
形
も
存
在
し
て
ゐ
た
の
で
は
無
か
つ
た
ら

文

學

研

究

第
一
一

拇

用
故
に
、
留
を
ミ
も
し

ミ
よ
む
べ
き
事
論
な
く
、
—
I)
も
り
火

一
四
四

（四
三
六
）



古

訓

没

・談

ト
ド
モ
ル
に
つ
い
て
更
に
聯
想
さ
れ
る
の
は
、
座
葉
集
の
咎
五

一
四
五

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（四
三
七）

傍
）
の
談
で
あ
る
ー
こ
い
ふ
説
は
私
は
取
ら
な

い
。

そ
れ
故
連
用
形
の
場
合
の
訛
り
、

し
た
ミ
い

ふ
だ
け
で
あ
る
。

因
み

に
古
義
の
留
は
蜀

（燭
字
の

然
ら
ば
ト
モ
ス
ミ
訓
ま
れ
な
い
留
字
ナ々
如
何
に
し
て
さ
う
借
用

は
ト
マ
ル
ミ
ト
ド
ム
又
は
ト
ム
こ
に
訓
ま
れ
、
其
の
ト
ド
マ
ル
・

ト
マ
ル
の
方
は
同
時
に
ト
ド
モ
ル
•
ト
モ
ル
ミ
も
訓
ぜ
ら
れた

（
要
す
る
に
雨
形
の
固
語
が
存
在
し
た
。
）
ミ
考

へ
る
の
で
あ
る。

已
に
ト
モ
ル
ー
こ
訓
む
ミ
し
た
な
ら
ば
、
留
字
を
火
の
ト
モ
ル
（
自

動
）
に
瑕
用
さ
れ
る
こ
さ
は
可
能
で
あ
り
、
已
に
ト
モ
ル
に
瑕
用

モ
シ
ミ
諮
む
こ
さ
は
、
正
訓
の
一
字
が
常
に
自
他
雨
様
に
設
ま
れ

る
の
に
類
推
し
て
成
立
ち
得
る
こ
さ
で
あ
ら
う
。
筒
淑
に
言

へ
ば

ト
モ
ル
ー
こ
い
ふ
訓
の
あ
る
留
字
を
ト
モ
ル
の
他
動
ト
モ
ス
に
瑕
用

に
見
え
る
ト
ド
を
こ
い
ふ
語
形
で
あ
る
。
こ
の
巻
に
は
ト
ド
ム
の

0

0

 

0
 

0
 

連
用
形
を
等
等
尾
・

等
登
尾
•
等
騰
尾
＇こ
し
て
、
一
二
つ
共
ト
ド
、
し

で
あ
る
。
藷
訓
に
ト
ド
メ
の
瑕
名
附
け
が
し
て
あ
り
、

尾
は
メ
『
‘
)

訓
め
さ
い
ふ
木
村
博
士
の
字
―音
緋
證
の
説
も
あ
る
が
、

塁
の
字
の

他
臨
の
用
法
か
ら
推
し
て
、

メ
ミ
訓
む
の
は
や

は
り
無
理
の
や
う

に
思
は
れ
る。

巻
九
に
は
夕
臨
芝
｀

満
乃
知
知
知
爾
．
三
紺
子
呼

阿
騰
母
比
立
而
（
一
七
八
0
)

'tJ

い
ふ
同
語
の
名
詞
形
ら
し
い
も
の

0

0

 

が
見
え
る
が
．
之
は
尾
さ
美
ミ
瑕
名
遣

か
進
ふ
か
ら
全
く
同
語
ー
、
）

ム

を
上
二
段
•
下
二
段
雨
用
ミ
認
め
、

或
は
四
段
活
用
で
あ
る
ミ

ミ
、
未
然
に
留
目
六

（四
）
、
等
抒
米
牟

(+
阻
）
，
連
用
に
等
登

米
旦

(+
五
）
．
布
禰
等
米

且

拿
五
）．

等
騰
米
毛
可
禰
底

G'七）

連
個
に
等
登
牟
流

G
'六
）
な
さ
あ
る
こ
『
こ
か
ら
、

或
は
個
人
的
の
訛
り
で
あ

る
ミ
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
．
た
さ
ひ
其

而
も

下
二
段
ミ
認

こ
の
語
は
他
の
巻

々
の
例
に
腺
る

さ
れ
た
以
上
、
延
い
て
共
の
他
動
に
ま
で
同
字
を
瑕
用
し
て
、
ト

す
ぺ
き
ゃ
否
や

は
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
是
等
を
以
て
直
に
ト
ド

古
訓
法
の
質
例
を
か
り
て
、

留
字
は
海
薬
時
代
に
も
ト
ド
マ
ル
父

し
た
か
が
説
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
前
述
の

は
ト
モ
シ
ミ
借
り
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
る
の
も
如
何
か
ー
こ
思
ふ
。



に
用
ゐ
る
こ
ー
こ
に
由
つ
て
獲
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
の

で
あ
る
。
成

。

質
論
天
長
貼
は
「
自
大
自
高
」
ミ
い
ふ
大
字
を
フ
ト
ビ
ミ
訓
み
、

で
あ
っ
て
、
従
つ
て
或
語
の

原
形
を
考
へ
る
時
、
こ
の
原
理
を
逆

之
を
俗
語
こ
し
て
ゐ
る
。

る
に
か
ら
き
立
な
さ
い
へ
り
。

俗
語
ー
こ
い
ふ
意
味
に

原
理
は
、
相
裳
訛
り
ら
し
く
聞
え
る
語
を
吾
等
に
見
せ
て
ゐ
る
の

か
ら
だ

か
も
知
れ
な
い
。
か
う
し
て
母
音
の
調
子
を
合
せ
る
言
語
の
喪
化

さ
見
え
る
も
の
の
如
き
は
、
雨
語
の
別
立
的
口
調
か
ら
来
て
ゐ
る

0

0

 

0
 

0
 

豫
所
イ
ク
＾
ク
殺
許
同
上
爾
所
ソ
コ
＾

n

爾
許
同
上

罷
字
抄
に
、

ふ
今
日
の
標
部
語
で
あ
り
、

か
つ
全
國
殆
さ
何
臨
に
も
通
用
さ
れ

ら
母
昔
同
化
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
長
筑
二
年
寃
の
大
般
若

ヤ
ぎ
を
ョ
モ
ヤ
マ
ー
ヽ
ぶ
ふ
の
は
前
半
さ
後
半

r

こ
の
別
立
的
口
調
か

が
あ
る
。
之
な
さ
は
、

昔
節
を
臨
て
て
の
諮
間
ら
し
い
。
倫
ョ
モ

語
i

い
翌
の
新
古
さ
い
ふ

こ
さ
は
、

分
る
や
う
で
な
か
な
か
分
ら
な

の
原
因
は
提
な
り
こ
す
る
も
．
ト
ド
マ

ル
が

ト
ド
モ
ル
ミ
言
は
れ

る
の
ミ
同
じ
く
一
種
の
訛
り
で
あ
ら
う
こ
思
ふ
。
臼
翌

で
初
の
母
音
同
化
に
立
復
つ
て
一
往
結
ぶ
こ
＿
こ
に
す
る
が
、
か
の

0

0

 

（
筏
）
の
ホ
ピ
コ
リ
ミ
な
っ
た
例

法
蔀
文
句
古
勘
に
は
〈
ビ
コ
リ

五

思
は
ず
話
が
轄
々
さ
し
て
本
筋
を
梨
て
て
了
っ
た
か
ら
、
こ
A

0
 
0
 
0
 

餡
の
上
に
涙
ぉ
ー
こ
し
て
ほ
ミ
び
に
け
り
。

0

0
 

の
ホ
ト
プ
さ
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う

Q

や
が
て
伊
勢
物
語
の

文

學

研

究

第

二

輯

（
四
三
八
）

高
字
を
タ
カ
ピ
ミ
訓
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
フ
ト
ピ
こ
そ

い
。
そ
れ
が
又
誂
書
な
さ

で
も
未
だ
分
つ
て

は
み
な
い
。
其
の
一

例
f
f
r

し
て
カ
ラ
ダ
ミ
言
ふ
語
を
猥
げ
る
が
、
此
の
語
は
熙
謳
を
い

る
も
の
ミ
思
ふ
。
し
か
も
共
の
古
さ
を
聞
か
れ
る
さ
誰
で
も
頭
を

傾
け
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
吾
等
普
迎
人
に
は
何
さ
な
く
俗
語
で

あ
る
ミ
い
ふ
感
を
起
す
で
あ
ら
う
。
現
に
倭
訓
秤
人
は

0

0
 

艇
殻
の
俗
語
也
、
殻
立
の
義
な
る
べ

し、

家
を
建

な
さ
言
っ
て
、

は
、
雅
正
な
文
語
に
用
ゐ
ら
れ
な
い
こ
い
ふ
こ

i

、
)
さ
共
に
古
語
で

一
四
六



古

訓

氾

吾火
11!1< 

ミ
あ
っ
て
、
同
じ
く
個
の
字
に
カ
ラ
タ
の
個
名
＇
で
施
し
て
あ
る
。

の
十
輪
経
よ
り
も
、
か
の
成
質
論
天
長
貼
よ
り
も
加
貼
の
古
い
ミ

は
な
く
て
、
少
く
も
後
世
の
翡
訛
か
溌
生
で
あ
る
ミ
い
ふ
こ
ミ
を

豫
想
し
勝
ち
で
あ
る
。
和
名
抄
ー
し
は
無
論
カ
ラ
ダ
ミ
い
ふ
語
は
出

て
ゐ
な
い
が
．
狩
谷
腋
齋
は
、
そ
の
形
盟
部
第
一二
身
憫
類
十
七
で

゜

肢
井
さ
い
ふ
語
の
下
に
、

憫
の
字
の
箋
注
を
し
て、

易
繋
僻
偲
易
慕
慌
、
正
義
云
慨
謂
形
袈
之
稲
、
即
是
義
、

0

0

0

 

今
俗
呼
加
良
太
是
也。

さ
述
べ
、

や
は
り
俗
語
さ
し
て

ゐ
る
。
な
る
ほ
さ
、
そ
れ
が
久
し

く
文
語
に
入
ら
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
し
か
し
此
の
語
の
防
分
古
い

起
源
で
あ
る
こ
さ
に
は
駕
か
さ
れ
る。

已
述
の
元
陵
貼
地
蔵
十
輪

の
如
く
明
か
に
カ
ラ
タ
ミ
候
名
訓
を
施
し
て
あ
る
。
そ
れ
か
ら
こ

推
定
さ
れ
る
景
塞
窟
菩
脱
善
戒
経

（
正
倉
院
御
本
）
に
は
、

0
 

0
 
0
 
0
 

府
憫
細
滑
ヵ
〈
ヘ
カ
ラ
タ
ナ
メ
ラ
カ

経
の
序
に
ぱ

憫
椛
質
之
同
節
央

力0

フ 〇

タ0

一
四
七
’

（四一二九）

（
シ
ガ
イ
死
骸
）

さ
な
つ

て
ゐ

る
か
ら
、
奥
本
に
は

た
の
で
閥
べ
て
見
る
ミ
、
こ
A

は
類
従
本
も
腐
永
十
九
年
本
も
皆

見
え
な
い
。
字
鏡
o

和
名
抄
•
名
義
抄
0

字
類
抄
な
さ
に
も
出
て

し
か
し
憫
字
を
カ
ラ
タ
ミ
訓
ず
る
こ
ミ
は
、
後
の
も
の
に
は
一
向

ゐ
な
い
の
で
あ
っ
丁
、

平
安
朝
の
物
語
文
な
さ
に
は
腔
を
指
す
に

、t
•

カ
ラ
・
ム
ク
ロ
な
さ
が

専
ら
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

大
智

度
論
天
安
勘
に
も
憫
を
ム
ク

ロ
さ
訓
じ
て
ゐ

る
。
カ
ラ
ダ
ミ
い
ふ

語
は
カ
ラ
に
ダ
の
副
は
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ダ
は
＾

ダ

（
廂
）
。

エ
ダ
（
枝
）
な
さ
の
ダ
で
あ
っ
て
、
或
意
味
を
も
っ
た
接
僻
で
あ

ら
う
。

ム
ク
ロ

は
無
論
｀
し

カ
ラ
（
身
幹
）
で
あ
ら
う
か
ら
、
之
ご

も
互
に
相
逍
す
る
語
で
は
あ
る
が、

そ
れ
が
平
安
朝
の
文
献
に
は

殆
さ
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
應
永
頃
の
作
だ
ら
う
さ
言
は

れ
る
秋
夜
長
物
語
に

9

0

0

 

む
な
し
き
ヵ
ら
だ
な
り

‘:b，
ひ
ご
め
み
て
の
ち
に
こ
そ

ミ
あ
る
ミ
い
ふ

こ
ミ
を
物
集
博
士
の
日
本
大
僻
林
か
ら
敬
へ
ら
れ

「
し
が
ひ
」

さ
う
あ
る
さ
し
て
も
．
原
形
で
あ
る
か
否
か
は
明
か
で
な
い
。
そ



さ
瑕
名
づ
け
て
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
翁
下
に
之
ー
こ
全
く
同

博
士
の
願
続
四
分
律
古
勘
に

0

0

 
0
 
0
 

形
閥
黒
痩
剥
裂

0

0

 

ク
ロ
ミ
ク
ケ
〈
サ
ケ
テ

で
あ
る
が
、
こ
の
コ
ケ
ル
（
古
く
は
下
二
段
の
コ
ク
）
は
や
は
り

紹
け
て
ゐ
る
こ
さ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

雅
正
の
語
ー
こ
し
て
）
用
ゐ
ら
れ
な
く
ミ
も
，
千
年
の
生
命
を
も
ち

れ
は
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
語
は
何
鹿
か
に
生
き
て
ゐ
た

に
相
逹

な
い
の
で
あ
つ
て
、
言
語
は
文
語
ミ
し
て
標
準
語
こ
し
て
（
即
ち

カ
ラ
ダ
に
つ
い
て
醐
想
さ
れ
る
の
は
、
痰
セ
コ
ケ
ル
ー
‘
)
い
ふ
語

俗
語
感
を
伴
ふ
語
-
ヽ
名
な
っ
て
ゐ
る
が
、
亦
平
安
朝
の
初
期
に
見
え

て
ゐ
る
。
勿
論
ャ
ス
さ
同
義
の
語
ミ
し
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
矢

の
文
句
の
疫
字
を
ャ
・セ

さ
訓
ん
で
あ
る
か
ら
、
全
然
固
一

義
で
あ

゜

る
こ
さ
は
言
ふ
を
待
た
な
い
。
即
ち
古
く
ク
ク
で
あ
っ
た
も
の

゜

が
、
ウ
か
ら
オ
ヘ
移
つ
て
コ
ク
ミ
綾
じ
た
も
の
ら
し
い
。

僻
書
で

は
落
合
直
文
氏
の
岡
書
辟
典
（
明
治
一
二
十
五
年
）
に
無
名
抄
の

0

0
 

た
ゞ
し
な
か
れ
ぬ
る
ミ
い
ふ
こ
さ
ば
こ
そ
あ
ま
り
こ
け
す
ぎ

文

學

研

究

第

二

輯

語
形
の
資
料
が
掘
出
さ
れ
る
こ
さ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

あ
っ
て
、
質
際
は
存
在
し
た
か
も
知
れ
な
い
｀
、
い
ふ
餘
地
を
置
か

な
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
が
偶
然
文
献
に
表
れ
な
か
っ
た
だ
け
で

（
四
四

0)

て
い
か

に
ぞ
や
お
ぽ
え
侍
る
さ
い
ふ
を
…
…
…

の
「
風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
な
み
」
の
女
の
俯
火
に
、

0

0

0

 

さ
れ
ば
こ
の
水
、
あ
つ
湯
に
た
ぎ
り
け
れ
ば
禍
ふ
て
つ
。

な
さ
い
ふ
誇
張
の
可
笑
し
さ
を
思
ふ
ミ
共
に
、
こ
の
語
の
今
に
生

き
て
ゐ
る
こ
さ
を
思
ふ
の
で
あ
る
。

一
語
の
或
形
が
文
献
の
上
に
見
出
さ

れ
な
い
ミ
す
る
こ
、

共
の
形
が
存
在
し
な
か
っ
た
さ
し
な
け
れ
ば

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

，古
典
が
研
究
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
新
し
い

語
法
の
問
題
に
し
て
も
、

六
゜

に
同
経
に
は
沸
の
字
に
タ
キ
ル
ミ
い
ふ
訓
が
あ
っ
て
、

大
和
物
語

0
 
0
 
0
 

に
力
万
千
さ
い
ふ
訓
が
見
え
て
ゐ
る
。
亦
古
い
語
で
あ
る
。
因
み

ツ
ラ
ガ
マ
チ
の

カ
マ
チ
な
さ
も
古
い
語
で
あ
つ
て
、
天
安
貼
大
智
度
諭
に
は
頬
車

さ
い
ふ
文
を
引
い
た
の
な
さ
が
初
で
あ
ら
う
か
。

一
四
八



古

訓

泡

談

共
の
ゴ
ト
シ
に
就
い
て
一
例
を
艇
げ
る
が
、
西
大
寺
本
金
光
明

し
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
雅
正
の
表
現
で
な
い
に
し
て
も
、
或
個
人

に
は
ゴ
ト
ケ
レ
ミ
も
'n
ト
カ
リ

f
I
)

も
用
ゐ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い

ミ
い
ふ
批
測
は
許
さ
れ
て
よ
い

や
う
に
思
ふ
。
質
際
現
代
人
の
文

語
文
に
は
個
人
的
に
さ
う
し
た
形
を
見
受
け
な
い
こ
ー
‘
；
も
な
い
か

ら
で
あ
る
。

が
或
度
ま
で
類
推
の
原
理
の
上
に
立
つ
て
動
い
て

ゐ
る
以
上
、
よ

一四
九

0

0

0

 

恒
河
ノ
馳
ク
流
ル
ル
水
＝
ー
ハ

、
白
蓮
蔀
生
ズ

JtJ
ケ
ム
ヤ
p

n
 

o
 o
 o
 

於
レ
ガ
中
―
―
少
分
ヲ
バ
向
知
ル
コ
ト
＾
難
ケ
ム
。

0

0

0

 

所
幽
ノ
功
徳
ハ
其
J

抵
リ
甚
ダ
多
ケ
ム
。

（
四
四
一
）

（
巻
六
）

盆
巻
五
）

広
巻
一
)

餘
ノ
衆
i

ノ
苦
難
ヲ
モ
皆
除
滅
セ
ズ

ト
イ
フ
コ
ト
配
知
3

0

ト
ケ
レ
ミ
い

ふ
已
然
形
を
鋏
い
て
ゐ
る
ー
こ
か

、
ゴ
ト
カ
リ
さ
い
ぶ

形
容
動
詞
形
は
取
ら
な
か
っ
た
さ
か
言
は
れ
る
が
、
之
も
畢
鈷
文

献
に
見
出
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
文
献
に
見
出
し
得
な
い
こ
ミ

は
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
『
こ
の
表
れ
で
も
あ
り
得
る
。
こ
の
語
が

も
知
れ
な
い
。
殊
に
形
容
詞
の
ケ
レ
形
が
後
の
痰
逹
で
あ
る
か
ら
、

準
形
容
詞
ご
も
い
ふ
べ
ぎ
特
別
な
語
ゴ
ト
、
ン
が
、
之
を
取
る
ま
で

に
至
ら
な
か
っ
た
ミ
も
言
ひ
得
る
。
し
か
し
言
語
が
．
殊
に
語
法

質
際
形
容
詞
の
全
活
用
形
を
取
る
ま
で
発
達
セ
遂
げ
な
か

つ
た
か

多
い
や
う
で
あ
る
。

子
善
女
人
等
ノ
、
供
捉
シ
恭
敬
シ
専
窺
シ
流
通
ヽ
ン
、
人
ノ
駕

0
 
0
 
0
 

ニ
解
説
セ
ン
ヒ
ト
ノ
所
獲
ノ
功
徳
モ
亦
役
是
J

如
ケ
ム
。

ゴ
ト
シ
ミ
い

ふ
語
は
形
容
詞
活
用
を
す
る
け
れ
さ
も
、
古
来
ゴ

ミ
訓
ま
れ
る
個
厖
が
あ
る
。
ゴ
ト
ケ
ム
ミ
い
ふ
訓
法
は
珍
し
い
や

う
に
思
ふ
。
元
来
こ
の
古
黙
に
於
て
は
形
容
詞
の
未
来
形
に
こ
の

ケ
そ
し
ふ
形
が
可
な
り
見
ら
れ
る
。
殊
に
ナ
ケ
ム
な
さ
が
最
も

此
ノ
林
ノ
中
二
将
二
猛
キ
獣
ア
リ
テ
我
ラ
損
害
ス
ル
コ
ト
無

0

0

 

ケ
ム
ヤ
ト
イ
フ
。

（
巻
十
）

（
巻
十
）

若
シ
有
土
必
翌
必
批
尼
郎
波
索
迦
郎
波
斯
迦
及
ピ
餘
ノ
善
男

最
勝
王
経
古
幽
に
は
、



用
語
尾
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

や
う
で
あ
る
。

中
央
下
部
の
横
線
が

ム
の
位
腔
で
あ
っ
て
、
若
し
共
の
位
四
に
候

名
を
以
て
ナ
を
書
け
ば
ナ
ム
、
ラ
を
書
け
ば
ラ

ム
、
ス
（
偽
の
代

る
以
上
如
字
の
語
尾
を
ケ
ム
さ
誤
む
こ

f

こ
だ
け
は
動
か
な
い
所
で

あ
る
。
而
し
て
此
ヶ
ム
は
過
去
の
推
砒
た
る
ケ
ム
で
あ
り
得
な
い

゜

ム
は
未
来
、
ヶ
は
如
字
の
活

こ
If)

も
．
文
意
上
明
か
で
あ
っ
て
、

表
脳
）
を
瞥
け
ば
セ
ム
ー
こ
な
る
の
で
あ
っ
て
、
ケ
の
書
か
れ
て
ゐ

い
の
で
あ
る
。
元
来
こ
の
経
の
乎
己
止
咄
の
線
戦
の
内
、
文
字
の

い
考
察
が
彿
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
づ
こ
の
個
臨
に
於
け

る
「
如
是
」
の
幽
は
、
姐
字
の
中
央
下
部
に
介
（
ヶ
の
瑕
名
）
ミ

゜

附
け
て
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

是
字
に
は
何
の
幽
も
附
い
て
ゐ
な

し
か
し
絃
に
「
如
始
」
の
訓
法
に
つ
い
て
は
、
今
少
し
用
心
深

こ
ミ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
故
こ
れ
ら
ミ
類
推
し
て
、
ゴ
ト

ケ
ム
は
あ
り
得
る
こ
一
こ
で
あ
る
。

な
さ
の
如
き
で
あ
る
。

盆
巻
一
）

一
方
に
カ
ラ
ム
ミ
い

ふ
形
の
用
ゐ
ら
れ
る

文

學

研

究

第

一一

輯

是
が
如
キ
一
切
ノ
功
徳
ノ
謹
ヲ
皆
悉
ク
至
レ
ル
心
ヲ
モ
チ
テ

あ
っ

て、

別
ら
な
い
。
全
十
巻
を
通
じ
て
只
一
個
所
是
字
に
勘
の
あ
る
所
が

如
キ

（仮
名
幽
J

コ
ト
ラ
（
乎
己
Ir欝
是
盆
薔
が
な
い
）
我
レ

い
が
、

是
字
に
は
殆
さ
何
の
乎
己
止
幽
も
椴
名
黙
も
附
い
て
ゐ
な

盆
四
四
二
）

字
を
此
の
続
で
何
ご
誤
む
か
は
批
だ
明
か
で
な
い
の
で
あ
る
。

「
如
是
」
の
如
字
に
は
キ
•
ク
の
瑕
名
を
送
つ
て
あ
る
も
の
は
多

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
経
咎

一
の
巻
首
に
あ
る

「
如
是
我
聞
」
を

聞
キ
タ
マ
ヘ
キ

さ
あ
る
。
こ
の
如
是
を
普
通
の
例
に
由
つ
て
「
是
ノ
如
キ
コ
ト
ヲ
」

さ
訓
ん
だ
ミ
し
て
、
質
は
是
字
が

コ
1
か
コ
レ
ノ
か
カ
ク
ノ
か
も

諮
善
シ
限
歎
ス。

（堡―-)

さ
訓
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
；
之
は
コ
レ
ガ
ゴ
ト
キ
ミ
證
む
こ
さ
は

殆
さ
動
か
な
い
が
、
そ
れ
が
又
皆
の
場
合
に
通
す
る
ミ
も
限
ら
な

さ
て
他
の
場
合
に

於
け
る
如
字
が
ク
•
シ
•
キ
の
語
尾
を
送
っ

て
叩
シ
ミ
誤
ま
れ
る
こ
ミ
は
疑
な
い
が
、
只
「
如
是
」
ミ
い
ふ
文

一五
0



古

訓

漫

ヨx
U火

合
は
コ
ノ
•
コ
レ
ノ
•
コ
レ
ガ
•
カ
ク
ノ
の

何
れ
か
で
な
く
て
は
な

な
さ
は
是
で
あ
る
。
又

0
 
0
 
0
 
O
 
0
 
0
 
0
 
0
 

佛
言

〈
ク
善
男
子
如
是
ナ
リ
如
起
ナ
リ
。

ミ
あ
る
の
な
さ
は
シ

カ
ナ
リ
ミ
訓
ん
だ
ら
し
く
も
忠
は
れ
る
。
現

に
願
紐
四
分
律
に
は
「
如
是
」
を
シ
カ
ナ
リー
、
ー
訓
ん
で
ゐ
る
所
が
あ

キ

キ

る
。
し
か
し
如
是
又
は
如
是
の
場
合
は
カ
キ
ミ
も
シ
カ
キ
ミ
も
誤

ま
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
要
す
る
に
如
是
の

是
字
の
多
く
の
場

ら
な
い
こ
こ
に
な
る
。
そ
れ
が
此
の
経
の
黙
だ
け
で
は
甚
だ
不
明

で
あ
る
が
、
只
如
字
だ
け
に
は
解
決
が

つ
き
さ
う
で
あ
る
。
是
字

は
四
つ
の
何
れ
に
訓
ん
だ
ー
こ
し
て
も
如
字
は
ゴ
ト
シ

ミ
訓
ん
だ
ら

う
ミ
よ
り
外
思
は
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
今
の
場
合
の
「
亦

リ
、
世
尊
ト
マ
ヲ
ス
。

盆
竺
―-
）

（
巻
四
）

い
。
宗
ろ
通
常
の
場
合
ミ
澁
ふ
か
ら
故
ら
に
黙
J

で
加
へ

た
も
の
こ

ク

ク

見
ら
れ
よ
う
。
如
是
ミ

い
ふ

の
も
あ
り
、
如
是`
こ

い
ふ
の
も
あ
る

か
ら
、

副
詞
形
に
は
カ
ク
さ
訓
ん
で
も
よ
さ
さ
う
で
あ
っ
て
、

0

0

0

 

時
二
秤
梵
等
ィ
佛
二
白
シ
テ
言
＾
ク
如
是
ク

ア
ル
ペ
カ
リ
ケ

一五

（
四
四
三
）

け
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
や
う
に
思
ふ
。

れ
た
形
こ
い
ふ
に
は
源
弱
で
は
あ
ら
う
が
、
さ
う
も
こ
の
加
貼
の

偶
然
の
誤
で
あ
る
ミ
も
言
ひ
得
な
い
ほ
さ
餘
り
に
判
然
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
た
こ
ひ
個
人
的
の
用
法
ミ
し
て
も
存
在
し
た
こ
ミ
だ

の
狭
い
見
間
は
他
に
未
だ
類
例
を
見
出
さ
な
い
か

ら、

廣
く
行
は

し
か
し
こ
の
例
は
全
十
巻
を
通
じ
て
只
一
箇
臨
で
あ
る
し
、
私

ミ
い

ふ
よ
り
外
訓
方
は
な
い
や
う
に
思
ふ
の
で
あ
る
。

復
如
是
」
は
下
に
来
る
叙
述
形
で
あ
る
か
ら
、

は

「
是

ノ
如
シ」

『
こ
い
ふ

の
が
普
通
の
現
在
形
で
あ
ら
う
。
之
を

シ

カ

未
来
形
に
す
れ
ば
、
「
如
是
ナ
ラ
ム
」
父
は

「
是
ノ
如
ク
ナ
ラ
ム
」

ミ
い

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
る
に
語
末
ケ
ム
は
其
の
何
れ
で
も
な

い
。
而
し
て
如
字
に
其
の
貼
の
附
い
て
ゐ
る
の
は
、

是
字
か
ら
如

「
如

ヵ是
ナ
リ
」
の
方
で
な
く
て
「
是
ノ
如
‘
ン
」
の
方
に
従
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
さ
は
他
の
多
く
の
場
合
に
徽
し
て
明
か
で
あ
る
。
さ
う
す

る
ミ
、
如
シ
の
未
来
形
で
あ
つ
て
ケ
ム
ミ
い
ふ
の
は
、
ゴ
ト
ケ
ム

字
へ
反
設
す
ぺ
き
こ
ミ
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら、

シ

カ

「
如
是
ナ
リ
」

又



ミ
あ
り
、
我
聞
の
二
字
に
つ
い
て

字
訓
残
本
於
二
如
／
こ
す
訓
＞
カ
グ

J

ゴ
ト

ク

如

の
字
に

つ
い
て

ク
や
キ
を
瑕
名
で
送
っ
た
も
の
が
あ
り
、

共
の
中
に

は
是
字
に
ノ

し
て
ゐ
る
も
の
に

一
寸
出
逍
は
な
い
の
で
あ
る
。
願
経
四
分
律
古

「
如
是
」
は
之
を
カ
ク

J

ゴ
ト

シ
ミ
誤
む
の
が
普
通
に
な

つ
て
ゐ

る
か
ら
、
こ
の
経
に
於
て
も
之
に
従
つ
て
多
く
の
場
合
さ
う
訓
ん

で
お
か
う
さ
思
ふ
。
元
来
如
是
の
字
は
通
俗
に
は
わ
か
り
切
つ
て

居
た
言
臨
こ
見
え
て
、
古
貼
物
に
完
全
に
設
ま
れ
ら
や
う
に
加
訓

幽
が
終
止
形
を
、
ン

カ
ナ
リ
ミ
設
ん
で
あ
る
こ
さ
は
已
述
の
如
く
で

あ
る
が
、
副
詞
形
や
連
騰
形
に
は
是
字
に
反
勘
↓
笠
廊
し
、
如
字
に

の
乎
己
止
咄
を
附
け
た
も
の
も
あ
る
か
ら
、
共
の
設
方
が
略
々
想

像
出
来
る
の

で
あ
る
。
地
蔵
十
綸
緑
に
も
亦
「
如
是
」
の
是
字
に

ノ
の
乎
己
止
勘
の
附
け
て
あ
る
の
が
見
え
る
か
ら
、
是
字
を
何
ミ
）

厳
む
か
分
ら
な
い
に
し
て
も

「
是
J

如

シ
」
ミ
反
誤
す
る
こー
こ
だ

け
は
動
か
な
い
や
う
で
あ
る
。
法
蔀
経
山
家
本
裏
書
に
よ
れ
ば
、

文

學

研

究

第

二

輯

品
昭
和
七
年
十
月
十
四
日
稿）

ミ
あ
る
。
や
は
り
カ
ク
J

ゴ
ト
シ
さ
訓
す
る
の
が
継
べ
て
の
場
合

に
通
す
る
最
も
地
曰
通
の
設
方
こ
な
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
（
了
）

0

0

 

（
補
注
）

萬
栞
染
巻
十
八
の
「
波
流
左
爵
婆
、
孫
伎
毛
伊
都
追
」

―
)
の
手
が
（
萌
）
も
ト
ド
ミ
さ
同
類
に
取
扱
は
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

山
口
栞
に
は
こ
の
モ
イ
に
就
い
て
説
い
て
ゐ
る
が
、
伺
こ
の
同
類
さ
し
て
和

名
抄
の
比
Wo須
由
稲
流
云
冷
雙
醗
囀
ゃ
古
即
太
流
止
比

（
寒
堕
疇
噂

寒
字
習

ィ
さ
い
ふ
名
な
さ
を
樅
け
て
、
ヤ
行
の
中
二
段
（
今
い
ふ
上
一一
段
）

詞
形
に
訓
ん
で
あ
る。

さ
下
二
段
さ
に
活
く
例
さ
言
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
辿
用
形
の
み

で
あ
る
か
ら
、
私
は
末
然
形
の
如
何
を
待
っ
て
で
な
い
さ
、
速
か
に
斯
言
出

。

来
な
い
さ
思
ふ
0

巻
五
の
等
等
尾
は
土
二
段
ら
し
く
あ
る
が
同
様
で
あ
る
。

咎
九
の
登
等
美
を
動
詞
さ
す
る
さ
、
四
段
活
用
ら
し
く
、
私
は
や
は
り
泄
フ

に
脳
係
し
た
語
で
は
な
い
か
さ
思
ふ
。

か
く
の
こ
さ
く
わ
れ
き
:
た
ま
ひ
き
ト

コ
ト

ヲ
バ
禾
レ
キ

、
タ
マ
ヘ
キ

、
タ
マ
ヘ
キ

盆四

同
経
ノ
後
伏
見
帝
ノ
炭
筆
本

大
師
其
跡
観
無
批
蒜
経
設
＞

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

訓
阪
本
以
如
是
我
聞
↓
設
＞

一五

カ
ク
J

ゴ
ト
キ
コ
ト
ヲ
ワ
レ
キ

念
幽
叫
四
）




